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　川にフタをし、その上を歴史の散歩
道「福岡江川緑道」として整備しまし
た。古代から現在までの各ゾーンに分
け、その時代の雰囲気を伝えていこう
とする構想に基づいた散歩道です。
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　明治１１年に創建された大杉神社に、
新河岸川、荒川、江戸川、利根川、鬼
怒川などの関東一円の船頭ら約１００人
が協賛して奉納した天狗の面が付いた
木製の額であります。
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　木曽の御嶽山を信仰していた修験者
が、明治４年２月に山を開き、御嶽神
社から勧請。山頂には御嶽山とその修
験者に関係した石碑や記念碑が立ち並
んでいます。
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　新河岸川の舟運で栄えた福岡河岸は、
福田屋、江戸屋、吉野家の３軒の船問
屋が中心でした。吉野家の土蔵は国の
登録文化財。記念館は福田屋の明治初
中期の建物を保存公開しています。

�������

　市内でいちばん広い公園で、コンク
リート製のすべり台やいろいろな遊具
があります。春になると桜が咲き乱れ、
桜まつりも開かれます。
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　家康（東照大権現）が鷹狩りの際に
休憩したと伝えられることからこの名
がつきました。県指定文化財。
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　昭和５８年に開館。考古・歴史資料で
は、大昔の暮らしがわかるように住居
の模型や住居内部の想像図、使用して
いた土器、石器、装飾品、鉄器などを
展示しています。
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　拝殿には貞享４年から元禄３年
（１６８７～１６９０）の「白馬」「高砂」「金地
の黒馬」の３点の豪華な絵馬が奉納さ
れています。市指定有形文化財。
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　川越の喜多院の末寺。江戸時代初期
に造立された鉄製鋳造仏像で、像高は
８４．３㎝ の阿弥陀如来像です。
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　現在、「大井弁天の森」として公園化
され休憩所が建てられている所には、
寛政年間に建てられた三間四面の弁天
堂がありました。春には桜が咲き乱れ
ます。
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　鶴ヶ岡村の鎮守として、江戸時代の
初め（貞享年間）に創建されました。
境内には、稲荷社と牛頭天王社が祀ら
れています。
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　江戸時代、川越街道の宿場町として
産業・文化・交通の要衝として栄えま
した。展示テーマを「みち」として大
井町の歴史と民俗を展示しています。
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　室町時代、大井を開拓した大井四人
衆の一人、新井織部の墓と伝えられて
います。
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　町名の由来となった井戸で、平安時
代末期に掘られたものと推定されてい
ます。
　砂川堀改修工事に際して、現在の場
所に復元されました。

��

������

　大井弁天の森の向かいに位置し、人
工の小川があります。春にはお花見を
楽しむことができます。
　平成１１年度さいたま景観賞受賞。
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　文化元年（１８０４）に村の鎮守として
祀られるようになった神社です。境内
には、明治初期に建てられたレンガ造
りの常夜燈があります。
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　大正・昭和期の官庁建築物形式を残
す建物は、昭和１２年に新築され昭和４７
年まで役場庁舎として使用。国の登録
有形文化財に登録。
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　鎌倉時代、二階堂氏が館を構えてい
たと伝えられ、境内には樹齢３００年以上
と推定されるしだれ桜があり、町指定
天然記念物になっています。
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